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令和元年７月１７日

博 物 館 

 

 標記協議会を開催しましたので、その概要等を下記のとおり報告します。 

 

記 
 
１ 日 時  令和元年 6 月 18 日（火）午後 1 時 30 分から午後 3 時 30 分まで 

２ 場 所  鳥取県立博物館会議室 

３ 議 題  ・博物館事業の実施状況について 

・鳥取県立美術館整備の検討状況について 

・令和元年度鳥取県「県民立美術館」実現に向けた地域ネットワーク形成支援

補助金について 

４ 主な意見 

（１）博物館事業の実施状況について 

○終了した企画展ニューヨーク・アートシーンは巡回展のようだが、他の巡回先での来

館状況はどうか。反響の所にオーディオガイドが欲しかったとの意見が記載されてい

るが、同意見である。 

  ⇒ニューヨーク・アートシーンは鳥取が立上げで、６月４日から和歌山で開催して

いる。まだ開催したてではあるが多くの人が入っているようである。オーディオ

ガイドについては、今回は時間がなくできなかった。必要性は感じている。 

〇企画展のタイトルについて、自然分野の企画展「手塚治虫のメッセージ：人と動物、

共に生きるために」はメッセージが分かりやすい。美術分野の企画展でもタイトルに

工夫をしてほしい。 

  ⇒塩谷定好の展示はマスコミと実行委員会を組織して開催するが、マスコミからも

同様の指摘があった。興味を引くタイトルとしたい。 

○倉吉で開催された普及事業「アートの種まきプロジェクト」は大変よかった。参加人

数は今少なくても、やっぱり小刻みにどんどんこういったことをやっていただきたい。 

○ＴＭＮ（鳥取県ミュージアムネットワーク）の美術館等連携事業で、各地の博物館・

美術館の所蔵作品を共同展示する企画については、大いに期待している。 

 

（２）鳥取県立美術館整備の検討状況について 

○事業者の公開プレゼンはどのような内容等を考えているのか。県民はだれでも参加で

きるか。 

⇒事業者提案には、工事の工法や資金調達方法など、企業秘密のものが含まれるの

で、事業者選定の途中過程で公開する例はないが、本事業では、県民との対話を

大切にしながら進めることが必要と考えており、現在、「事業者選定審査会」で、

評価項目、点数の配分等の議論と併せて、県民公開プレゼンテーションの実施方

法について議論していただいているところ。 



 
 

（３）令和元年度鳥取県「県民立美術館」実現に向けた地域ネットワーク形成支援補助金に

ついて 

○補助金額  補助率 10/10、補助限度額 100 千円  

○申請事業  ６件（申請期間：令和元年５月１日(水)から６月７日(金)まで） 

○交付決定した補助事業  ４件 

番号 申請者 事業概要 

事業名 

１ 県立美術館と共に歩む中

部地区の集い協議会応援

団部会 

県立美術館の役に立ちたいと思いを抱く県民の輪を広げ

ながら、美術館支援ボランティアの活動事例や、美術館と

周辺施設・商店街との関わり等を学ぶ。 

・スタートアップ研修（秋頃、鳥取県立博物館にて） 

・先進地視察研修（冬頃、兵庫県立美術館にて） 
みんなでつくる県立美術

館ボランティア力量アップ

研修 

２ 美術を楽しむ会 美術愛好者を増やし美術館協力者につなげる取組みとし

て、県民が美術を楽しめる場を増やす方策を検討する。 

・企画研修会（年３回程度）  ・講演会（年１～２回）  

・現場研修（年１回、県内外の美術関連施設にて） 

美術を存分に楽しむため

のグループ活動 

３ NPO 法人サカズキネット 開館に向けた機運醸成、作品発表の機会提供として、高

校生、短大生、絵画教室等を対象に美術館告知ポスター

の募集を行う。 

・コンテスト開催、応募作品の展示（秋頃） 

・採用作品を原案に、ポスター、シール等のサンプル制作

（冬頃） 

次を担う世代の認知度及

び意欲向上事業 

４ 鳥取藝住実行委員会 ウェブマガジンｔｏｔｔｏの県民ライターを新たに募集し、県立

美術館への期待感や関心を高める活動を行う。 

・小中学生ワークショップの開催（秋頃、県内２か所） 

・「美術館をもっと知ろう！」キャンペーン（記事を８回程度

掲載） 

 県立美術館をはじめ美術館を巡る記事を掲載予定。 

ウェブマガジン totto 

(トット)の美術館プロジェク

ト 

 

《参考》委員名簿 

氏 名 役職等 

石谷 孝二 鳥取大学名誉教授 

李 素妍 鳥取大学地域学部准教授 

木ノ下 智恵子 大阪大学 21 世紀懐徳堂准教授、ｱｰﾄﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ 

郡山 鈴夏 山陰海岸ジオパーク推進協議会ジオパーク専門員 

坂本 敬司 前鳥取県史編さん室長 

＜議長＞ 
谷口 博繁 元鳥取県立博物館長 

田村 閑美 鳥取女性中央会理事 

鶴崎 展巨 鳥取大学農学部教授 

中尾 廣太郎 鳥取東部美術家協会会長 

野地 恒有 愛知教育大学教授 

矢田貝 繁明 大山自然歴史館長 

山口 朝子 鳥取県家庭教育アドバイザー 

米田 恵子 鳥取市立国府東小学校校長 

 


